
花園ラグビー場問
題とJリーグの制
裁 �

花園ラグビー場の老朽化問題

読売新聞の報道と反響

約1年前に花園ラグビー場の老朽化問題を報じた
のは読売新聞のみであった。

10月31日の東大阪市議会での答弁が注目を集
め、コメント数が急増した。

読売新聞が再びこの問題を取り上げた理由につ
いて疑問が呈されている。

FC大阪のスタジアム使用状況

FC大阪は新スタジアム建設を条件に花園ラグビ
ー場を暫定的に使用している。

新スタジアムの建設が遅れており、2023年3月
末を過ぎても使用が続いている。

これにより、東大阪市からの退去命令が出ても
おかしくない状況である。

Jリーグの制裁とその影響

制裁の内容と背景

Jリーグは花園ラグビー場に対して「屋根が足り
ていない」との制裁を行った。

この制裁に対して東大阪市の議員たちが強く反
発している。

市長は東京のJリーグ事務所に出向き、制裁の取
り消しを求めた。

議会での議論と反応

議員たちはJリーグの制裁を「人の家を勝手に制
裁するな」と批判。

制裁の理由となった屋根のカバー率不足につい
て、改善の意向がないことが明らかにされた。

FC大阪がJリーグに提出する内容について、議
会での報告を求める声が上がった。

新協定の締結と今後の展望

新協定の内容と期限

新協定は2028年までの期限を設け、期限内に新
スタジアムが建設されない場合は撤退を求める
内容。

FC大阪は当面第1グラウンドを使用できる見通
しだが、これに対する甘さが指摘されている。

過去の約束が守られない可能性があるため、懸
念が広がっている。

議会でのさらなる議論

議員たちはFC大阪が第1グラウンドをホームス
タジアムとして申請した経緯について疑問を呈
した。

Jリーグ側の説明が必要であり、手続きの透明性
が求められている。

JリーグがどのようにFC大阪と協力しているの
か、疑念が生じている。

Jリーグの基準とその意義

スタジアム基準の目的

Jリーグのスタジアム基準は新スタジアムの建設
を促すために存在する。

屋根のカバー率不足に対する制裁は、改善策を
求めるための手段である。

しかし、実際には多くのスタジアムが基準を満
たしていない状況が続いている。

制裁の実効性と問題点

制裁があってもクラブライセンスが取り消され
ることはないとの見解が示された。

Jリーグの基準が実際にどのように運用されてい
るのか、疑問が残る。

議会では制裁の意味や目的についての議論が続
いている。

結論と今後の課題

FC大阪と東大阪市の関係

FC大阪と東大阪市の関係が今後のスタジアム問
題に大きく影響する。

新スタジアム建設の進捗状況が注視されてい
る。

Jリーグとの協力体制がどのように構築されるか
が鍵となる。

Jリーグの透明性と信頼性

Jリーグは今後、透明性を持った運営を求められ
る。

クラブとリーグの利害が一致していることが問
題視されている。

すべての関係者が納得できる形での解決が求め
られている。


